
令 和 ８ 年 第 ２ 回 

富 山 県 教 育 委 員 会 会 議 録 

 

Ⅰ 開会及び閉会の日時 

令和８年２月 12日（木） 

開会午後３時 45分、閉会午後４時 34分 

Ⅱ 場所 

県庁４階大ホール 

Ⅲ 出席委員 

１番  大西 ゆかり      ２番  松岡  理      ３番   坪池   宏 

  ４番  黒田  卓       ５番  牧田 和樹      教育長  廣島 伸一 

Ⅳ 説明出席者 

   理事・教育次長       小杉 健 

教育次長・教育みらい室長          中﨑 健志 

教育次長          板倉 由美子 

   教育企画課長     森安 祐成 

教育みらい室小中学校課長   木下 貴子 

教育参事・教育みらい室県立高校課長   土肥 恵一 

教育参事・教育みらい室特別支援教育課長  魚津 直美 

教育みらい室県立高校改革推進課長   丸田 祐一 

教職員課長     安川 賢一 

保健体育課長        五島 直樹 

教育企画課課長（ICT教育推進担当）   五十嵐 佳美 

   教育みらい室課長（児童生徒支援担当）   岡本 一善 

教育みらい室課長（夜間中学設置準備担当）   岩田 理恵子 

保健体育課課長（食育安全担当）        松嶋 保子 

Ⅴ 傍聴人数  １人 

Ⅵ 会議の要旨 

 午後３時 45分、教育長が開会を宣する。 

 

１ 会議録の承認について 

  令和８年１月 20日開催の令和８年第１回富山県教育委員会会議録の承認について 

会議録閲覧 

廣島教育長から可否を諮ったところ、全員異議なく承認した。 

 

２ 報告事項 

（1）公立小学校及び公立義務教育学校の設置並びに公立小学校及び公立中学校の廃止について（富山

市）      

教育みらい室小中学校課長から説明した。 

（2）公立義務教育学校の設置並びに公立小学校及び公立中学校の廃止について（南砺市）      

教育みらい室小中学校課長から説明した。 

（3）富山県立夜間中学設置基本方針の策定について      



教育みらい室課長（夜間中学設置準備担当）から説明した。 

（4）令和９年度富山県公立学校教員採用選考検査について      

教職員課長から説明した。 

 

３ 今後の教育委員会等の日程について 

教育企画課主幹から説明した。 

 

４ 議決事項 

午後４時 09分、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14条第７項ただし書の規定に基づ

き、議案第２号については、委員全員の同意により会議を非公開とすることを可決し、議事の審議

に入った。 

 

議案第２号 令和８年２月富山県議会定例会に付議する事案に対する意見に関する件 

      教育企画課長から説明し、原案のとおり可決した。 

     

なお、非公開で審議した議案第２号については、適切な時期に公表することを決定した。 

 

 ５ 議事  

〇報告事項(4)関係 

〔坪池委員〕 

・教員採用選考検査について、いろんな形で採用するとなると、どのような採用が学校にとって良い人

材なのか。多分調べていると思うが、たとえば県外から来たキャリアのある人と、そうでない人はど

ちらが優秀なのか。もっと言うと、そこで不合格になった場合もあるが、どちらを採用したほうが良

かったのか。個別のことなのではっきりしないかもしれないが、実態としてどういう選抜が良いのか、

こういうところではなかなか言えないかもしれないが研究していってもらって、それをベースに改革

をしていくのが良いのではないかと思う。たくさん希望者がいたときには学力よりは人間性等を重視

して採用するというのは分かるが、これだけ倍率が低いときにどちらを重視すべきかは変わってくる

と思う。それもなかなか調査はできないと思うが、初任者研修等いろいろなところで情報を収集して、

選考検査のあり方の改善に努めてもらいたい。 

〔教育長〕 

・特に人手不足がどんどん進んでいる中で、質の確保という点との相克については常に気を払って、か

つ実情を踏まえてやっているという趣旨かと思うので、教職員課には分析していただきたい。 

〔牧田委員〕 

・今回、特別選考の対象教科に理科が追加になっているが、なぜ理科だけなのか。大学の先生やそれに

近い人たちをイメージしているかと思うが、たとえば数学等の理系科目や、社会科目だと歴史等も大

丈夫ではないかと思うが。 

〔教職員課長〕 

・理科とひとくくりにあるが、たとえば高校だと理科といっても物理、化学、生物、地学という分野が

あり、こういったそれぞれの分野で、たとえば地学等は非常に採用が困難となっている。専門知識が

必要ということで、今回特別免許状の授与に関する文科省の指針を参考にしながら考えたものだが、

１つの例として、文科省が示しているのが、化学の博士号を持っている者に理科の特別免許状を与え

るというものだが、内容を完全に包含していなくても自分の専門分野を中核としてこの教科に関する

知識がある場合は特別免許状を授与しても良いということなので、そういったことを踏まえてまずは



理科からと考えた。 

〔教育長〕 

・やはりどの分野も以前よりはなかなか採用が苦しくなっているが、特にここにあがっている理科も含

めた５つについては、より厳しさがあるということだ。そういったことも踏まえて、まずはここでと

いう話が実情としてある。 

〔牧田委員〕 

・そうなると、基本的に文科省の指針に従っているということか。逆に従わないといけないのか。 

〔教職員課長〕 

・文科省は特別免許状の活用について指針を示していて、この指針に基づいて各都道府県教育委員会に

おいて特別免許状を活用してほしいということになっているので、まずは文科省の指針に基づいてや

ってほしいという趣旨である。 

〔教育長〕 

・いろいろやってみてというところがあると思う。特にここは昔、私が教職員課長をやっていたときか

らなかなか厳しいところで人が集まらないと思っていたので、やらせていただきたいものだ。 

〔黒田委員〕 

・変更点の３番目の「検査実施年度に富山県で講師として勤務していること」というのは、条件として

必ずつけないといけないのか。 

〔教職員課長〕 

・ここはいろいろと検討していたところで、やはり検査実施年度に本県で何らかの形で勤務いただいて

いることをもって、ある程度の能力を見ることができるということを踏まえて基準にしている。 

〔黒田委員〕 

・多分そうだとは思うが、検討している人からすると、１年間講師をしないといけないというのは、あ

る程度の年齢の方やご家族をお持ちの方の場合はなかなか難しくなるのかと思う。その人の能力を見

てからというところでこの条件が入っているのは非常によく分かるが、より幅広く人を集めようとい

う場合には、これが足かせにならないかと気になった。 

〔教育長〕 

・最初に坪池委員がおっしゃったことと同じような部分になるかもしれないが、どちらも両方をにらま

なくてはいけないという上での１つの要件であり、特に定年引上げしている関係で、実務にどれだけ

適応できるかという観点でこれを入れさせていただいた。一度これでやってみて、また改善点が出て

くると思う。 

〔黒田委員〕 

・大学の人事等も同じような形で動いてもらうが、その際は推薦状をもらう場合に、なかなか勤務先の

上司に了承してもらえないというケースがあるが、ご理解いただいて移らないと、また後々面倒なこ

とになってしまう。たとえば先ほどの１年間勤務しないといけないという条件を外す場合には、何ら

かの形で推薦状をもらう等の形にすれば、移りたいと思う方を増やせる要素になるのかと思う。 

 

〇報告事項(1)(2)(4)関係 

〔大西委員〕 

・教員採用選考検査について、今年度行われた冬選考について調べたところ、13 人が受検されて６人

合格と公表されていた。これは現役の、他県で教員をしておられる方が対象ということだが、富山県

の試験は難しいのか。それとも応募者によるものか。 

・報告事項１と２にも関わるが、各市町村で学校が再編されて、小さな学校がなくなり大きな１つの学

校になるということで、先生の配置も随分変わってきて働き方も変わっていくのではないかと思う。



これをチャンスに、先生方がより働きやすい環境を整えられるように市町村とも協力しながら整えて

いただけると良いと思うし、そうするとやめてしまう人も少なくなるのかと思った。 

〔教職員課長〕 

・冬選考について、委員のおっしゃるとおり、今回初めて、他県で教員をしておられてこういった機会

に富山県に戻ってきたり、富山県で働いてみようという方を対象とした現職教員の選考となった。13

人の応募があり、実際に受検いただいたのは９人で、そのうち６人が合格となっている。時期につい

ては、現職の教員が受検対象になるので、なかなか学期中の日程は組めない。終業式が終わり冬休み

に入った後の土曜日に移動し、日曜日に受検していただくという配慮をしており、できるだけ受検機

会を確保したいという思いで日程を組んだもの。 

 

〇報告事項(1)(2)関係 

〔松岡委員〕 

・小中学校の統合について、市町村の事業だと思うが、私の住んでいる市でも何年も前から聞いている

が、まだこういったところにあがってきていないので、まだ日付等が決まっていないのかと思う。今

ちょうど、県立高等学校の再編のことで中高一貫教育とか小中学校も含めた議論がされているところ

で、県の教育委員会は各市町村の小中学校が数年後にどうなるかということは大体の情報はお持ちだ

と思う。そういったところはオープンにできるところとできないところがあると思うが、あらかたで

も、大体数年後にはこのようになるというところは分かっているのか。 

〔教育みらい室小中学校課長〕 

・各市町村教育委員会には予定としては伺っているが、市町村の議会の議決を経て決定がなされたもの

について、この教育委員会でご報告させていただくということになっている。 

〔松岡委員〕 

・完成後の予想図というものがぼんやりと見えてくるといいかなと思い、発言した。 

〔教育長〕 

・いろいろとセンシティブなものもあると思うので、公の場では言いにくいことになると思う。 

 

午後４時 34分、議事が終了したので教育長が閉会を宣した。 


